
 

 

件 名 第52回 水源環境保全・再生かながわ県民フォーラム 開催結果概要 

テーマ 水源施策の15年間の歩みと将来像～神奈川の森林
も り

と水 未来につなげるために～ 

日 時 令和５年10月29日（日）13:30～16:30（展示会場のみ12:30～17:00） 

開催形態 パシフィコ横浜会議センター３階(神奈川県横浜市西区みなとみらい1-1-1) 

 
内 容 

１ 開催趣旨 
水源環境保全・再生に係るこれまでの取組・成果について県民へ広く周

知するとともに、大綱終了後の施策に向け、県民の意見を幅広く収集する
ことを目的として開催した。 
 

２ 開催内容（講演会） 
〔１〕 開会挨拶（５分） 

土屋 俊幸（水源環境保全・再生かながわ県民会議座長） 
〔２〕 講演（講演30分×３名） 

・田中 充 氏（法政大学 名誉教授） 
『水源環境施策の経緯と課題～神奈川の森と水 未来につなげる』 
・土屋 俊幸 氏（東京農工大学 名誉教授） 
『かながわの挑戦の現在とこれから 
：施策後期（第３期・第４期）の取組みを中心に』 
・杉本 貴広 氏（有限会社 杉本林業 取締役） 
『水源の森林整備 山の仕事に携わって』 

〔３〕 パネルディスカッション（６０分） 

・テーマ「水源施策の15年間の歩みと将来像 
～神奈川の森林と水 未来につなげるために～」 

・パネリスト：田中 充氏（法政大学 名誉教授） 
土屋 俊幸氏（東京農工大学 名誉教授） 

杉本 貴広氏（有限会社 杉本林業 取締役） 
吉村 千洋氏（東京工業大学 環境・社会理工学院 教授） 

・コーディネーター：大沼 あゆみ氏（慶應義塾大学経済学部 教授） 
〔その他〕会場では次の展示等を実施。 
 市民事業交流会（活動展・体験教室）詳細は資料３―２参照 

・特定非営利活動法人 東海大学地域環境ネットワーク 
・南足柄市森林ボランティア協議会 
・特定非営利活動法人 日本の竹ファンクラブ 

・特定非営利活動法人 野生動物救護の会  
 

 写真展 
丹沢の自然・生きもの写真展 
・はだの歴史博物館（故岩田傳三郎氏撮影写真） 
・吉田 文雄氏 
・石川 雄馬氏 
・飯塚 利行氏 
 

資料３―１ 



 

 

 パネル展 

   ・水源環境保全・再生施策展示パネル 
・もう一つの震災復興 
・神奈川県レッドデータブック2022 植物編 

 
３ 参加者数 

126名 
 
４ 開催効果 

・講演では、３名の講師の方から御講演いただき、それぞれの視点から 

水源環境保全・再生施策の取組内容、成果の紹介、現場の状況に関す 

る情報を発信することができた。 

 ・展示会では、参加者に水源地域の情報を紹介するとともに、市民活動 

団体同士の交流も図ることができた。 

・パネルディスカッションでは、多様な専門家による討論を行うことで 

参加者の県の施策への理解促進を図ることができた。また、水源環境 

保全・再生施策に対する参加者の意見を収集することができた。 

 
５ 主催 
  水源環境保全・再生かながわ県民会議  

・県民会議委員の計 14 名が受付、会場運営、司会、登壇者を担当し
た。 

特記事項 なし 

  



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

参考（当日の様子） 

パネル展の様子 講演の様子 

活動展の様子 写真展の様子 

かながわ しずくちゃんの演出 パネルディスカッションの様子 


